
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
委
員
会
で
は
、
日
欧
関
係
の
重

要
性
に
鑑
み
、
例
年
欧
州
各
国
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派

遣
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
２
０
１
９
年
を

最
後
に
中
断
し
て
い
た
が
、
２
０
２
２
年
は
３
年
ぶ

り
に
再
開
し
、
10
月
９
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
私

た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
委
員
長
が
共
同
で
団
長
を
務

め
、
10
社
・
24
人
の
団
員
で
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
お
よ

び
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
を
訪
問
し
た
。

　

チ
ェ
コ
は
１
９
６
８
年
に
ソ
連
の
侵
略
を
受
け
、

民
主
化
を
弾
圧
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
最

も
強
硬
な
姿
勢
を
示
す
一
方
、
天
然
ガ
ス
の
ほ
ぼ
１

０
０
％
を
ロ
シ
ア
に
依
存
す
る
と
い
う
難
し
い
立
場

に
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
も
、
天
然
ガ
ス
や
原
油
の
多
く

を
ロ
シ
ア
に
依
存
す
る
ほ
か
、｢

一
帯
一
路｣

構
想

の
も
と
、
港
湾
整
備
な
ど
で
中
国
と
の
関
係
を
構
築

し
て
い
る
。
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
よ
う

に
地
政
学
的
に
難
し
い
立
場
に
あ
る
２
カ
国
を
訪
問

し
、
政
府
・
経
済
界
要
人
と
の
懇
談
や
街
の
様
子
を

通
じ
て
、
現
地
の
情
勢
を
肌
で
感
じ
、｢

ロ
シ
ア
の

国
際
法
違
反
に
断
固
対
応
す
る｣

と
い
う
経
団
連
の

立
場
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
脱
ロ
シ
ア
依
存
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対
応
、
気
候
変
動
対
策
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序

の
実
現
な
ど
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

チ
ェ
コ

　

チ
ェ
コ
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
受

け
、
ロ
シ
ア
以
外
か
ら
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
の

脱
ロ
シ
ア
依
存
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
調
達

先
の
多
角
化
を
図
っ
て
お
り
、
特
に
カ
タ
ー
ル
と
の

間
で
資
源
融
通
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
締
結
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
湾
岸
諸
国
と

の
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）の
締
結
は
、
日
本
と
し

て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、チ
ェ
コ
の
し
な
や
か
、か

つ
し
た
た
か
な
外
交
は
、
参
考
と
な
る
点
が
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
チ
ェ
コ
は
、
電
源
構
成
の
４
割
程
度

を
原
子
力
発
電
で
賄
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

の
中
に
あ
っ
て
も
、
電
力
は
輸
出
で
き
る
余
力
が
あ

り
、
原
子
力
発
電
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

　

外
交
面
で
チ
ェ
コ
は
、
ロ
シ
ア
、
中
国
を
意
識
し
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
と
の
連
携
強
化
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
民
主
主
義
の
価
値
観
を
共
有
す
る

訪
欧
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

チ
ェコ
、
ギ
リ
シ
ャ
に
派
遣

─
不
透
明
な
国
際
情
勢
に
お
け
る
日
本
と
の
協
力
の
可
能
性

副会長
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日立製作所会長
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ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
注
力

し
て
い
る
。
大
手
多
国
籍
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
が
ギ
リ
シ

ャ
に
お
い
て
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
決
定
し
て

お
り
、
欧
州
の
デ
ー
タ
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
日
本
企
業
に
対
し
て
も
、
さ
ら
な
る
投
資

へ
の
期
待
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
分

野
に
お
け
る
産
業
協
力
の
可
能
性
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

Ｅ
Ｕ
復
興
基
金
に
基
づ
き
、
ギ
リ
シ
ャ
政
府
が
策

定
し
た
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Greece 2.0

」
で
は
、

グ
リ
ー
ン
や
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
に
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
企
業
に

よ
る
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

米
中
対
立
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
、
世
界
の
分
断
を

惹じ
ゃ
っ 起き

し
か
ね
な
い
危
機
に
相
次
い
で
見
舞
わ
れ
る
中
、

自
由
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
と
い
っ
た
基

日
本
を｢

最
も
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー｣

と
位

置
付
け
て
い
る
。
両
国
の
政
府
間
で
締
結
さ
れ
て
い

る｢
日･
チ
ェ
コ
協
力
の
た
め
の
行
動
計
画（
２
０

２
１
年
～
２
０
２
５
年
）｣

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

通
り
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
保
護
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
な
ど
、
安
全
保
障
面
を
含
め
連
携
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
日
本
企
業
に
対
し
て
は
、
省

エ
ネ
技
術
の
研
究
開
発
、
ブ
ル
ー
水
素
の
製
造
、
小

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
原
子
炉（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）の
建
設
な
ど
、
脱

炭
素
技
術
に
関
す
る
分
野
へ
の
投
資
に
対
す
る
期
待

が
大
き
く
、
研
究
開
発
を
は
じ
め
、
今
後
、
両
国
間

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ギ
リ
シ
ャ

　

ギ
リ
シ
ャ
は
、
海
洋
国
家
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、

米
国
や
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
液
化
天
然
ガ
ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）を
貯
蔵
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ
ス
供

給
が
停
止
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
等
に
融
通
す
る
ほ
か
、

洋
上
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
を
欧
州

各
国
に
送
電
し
、
欧
州
へ
電
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
輸
出
す
る
ハ
ブ
と
な
る
構
想
を
推
進
す
る
な
ど
、

今
般
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
べ

く
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
ギ
リ
シ
ャ
北
部
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ポ
リ
港
に
浮
体
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
蔵
再
ガ

ス
化
設
備（
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
）を
建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で

お
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
け
入
れ
可
能
容
量
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
日
本
と
の
関
係
で
は
、
電
力
を
近
隣
諸
国

に
融
通
す
る
た
め
の
高
圧
直
流
送
電
網
の
整
備
や
、

陸
上
運
送
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
と
い
う
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消

の
た
め
の
鉄
道
整
備
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
期
待
が

大
き
い
。

　

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
特
に
デ
ジ
タ

本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
欧
州
と
の
連
携
は

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ

て
、
我
が
国
と
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
や
気
候
変
動
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

自
由
な
貿
易
投
資
体
制
の
維
持
と
い
っ
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
チ
ェ
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
側
か
ら
も

日
本
と
の
協
力
関
係
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が

示
さ
れ
た
。
今
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
や
今
回
の
よ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
欧
州
各
国
と
の
関
係
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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